【資料4】

被災地産J-VER等を活用したカーボン・オフセット
認証取得に係る事業者支援事業応募書類


	提案団体名
	提案書提出団体名を記入し、共同実施の場合は複数団体名を、協議会等は協議会の名称と所属企業名を記入してください。

	（希望プロバイダー名）
	本提案の支援を希望するカーボン・オフセットプロバイダーを記入してください。

	担当者氏名
	本欄に記載の担当者は本案件提案団体の構成員に限ります。
複数名いる場合は、複数者の氏名を記入してください。

	所属(部署、役職)
	

	郵便番号
	

	所在地
	

	TEL
	

	FAX
	

	e-mail
	７月中に事務局から確認連絡をさせていただく場合があるため、その間に連絡が取れる担当者の連絡先を記入してください。


※赤字は記入の参考ですので応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
	環境省報道発表事業概要

	事業概要
	採択された場合、環境省から採択事業者名と事業概要が報道発表されます。環境省から報道発表されても差し支えない事業内容(カーボン・オフセットの対象、用いるクレジット、実施スケジュール(将来計画を含む)等)を簡潔に記入してください。


※赤字は記入の参考ですので応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
１．提案事業名
カーボン・オフセットに関する取組内容を反映した事業名を記入してください。
例）○○イベントのカーボン・オフセット

※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
２．取組内容

	カーボン・オフセットの類型
右記のうち該当するものに（○）をつける
	（　）商品使用・サービス利用オフセット
（　）会議・イベント開催オフセット
（　）自己活動オフセット
（　）自己活動オフセット支援
（　）その他

（その他の場合は詳細を記入。その他でないなら空欄）

※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。

	誰のどのようなＣＯ２排出量をオフセットしますか？
右記のうち該当するものに（○）をつける
	（　）商品・サービスの購入者/会議・イベントの参加者の排出
（　）商品・サービスの販売者/会議・イベントの主催者の排出
（　）自社の活動による排出（通勤やビルの電力使用など）
（　）消費者の日常生活に伴う排出
（　）その他　

（その他の場合は詳細を記入。その他でないなら空欄）

→上のうち具体的に誰のどのような活動による排出量をオフセットするのか簡潔に記入してください

（例：商品製造時の排出量を販売事業者がオフセット）

※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。

	埋め合わせするクレジットの種類
	CERやJ-VERなどクレジットの種類（複数可）を明記の上、被災地産J-VERの割合を記入してください。また、現時点で購入（予定）のプロジェクト名を全て明記してください。未定の場合は未定と明記してください。

	埋め合わせするクレジットの審査状況

右記のうち該当するものに（○）をつける
	（　）発行済みクレジット　（承認番号　　　　　　　　　　　　　　）

（　）未発行クレジット

（　）第三者認証されていないクレジット

（　）その他

（その他の場合は詳細を記入。　　　　　　　　　）

※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。

	オフセット量
	商品等であれば１個あたりと合計削減量（予定でもよい）両方を記入してください。

	補助金交付の有無
	他のモデル事業の補助対象となっている場合は補助金交付団体と対象年度等を明記し、ない場合は「なし」と記載。


３．取組内容図

２．取組内容に記入した、誰のどのような排出量を、誰がどのように埋め合わせるのか、取組内容を図示したものを明記してください（１ページ以内）。

パワーポイント等で作成する場合は、「添付資料１参照」と記載し、こちらに図を記載しなくて結構です。
※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
４．取組スケジュール

事業の実施スケジュールを記入してください。
表中の「項目」はあくまで例示ですのでこれ以外の項目を追加しても構いません。

表中に矢印等を記入し、実施予定時期が分かるようにしてください。

パワーポイント等で作成する場合は、「添付資料１参照」と記載し、こちらに表を記載しなくても結構です。ただし、下表にある項目は必ず明記してください。

※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
	項目
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月

	排出量算定
	
	
	
	
	
	

	認証ラベル申請
	
	
	
	
	
	

	販売・ＰＲ
	
	
	
	
	
	

	クレジット調達
	
	
	
	
	
	

	クレジット無効化
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


５．取組の背景

オフセットに取組む背景・ニーズを整理し、記載してください。
例）企業の環境への取組の一環として、オフセットを行うに至った流れなど
※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
６．環境省が公表したカーボン・オフセットに関する各種ガイドラインから見た適切性
	(1)カーボン・オフセットの基本的要素について
	「我が国におけるカーボン・オフセットのあり方について（指針）」に従い、誰のどのような活動の排出量をどのような手段でオフセットするのかを具体的に記入してください。

	(2) 排出量の見える化と削減努力について
	カーボン・オフセットを実施する主体の排出量を認識し、削減努力を促すプロセスを具体的に記入してください。

	(3)カーボン・オフセットの対象とする範囲と算定方法について
	「カーボン・オフセットの対象活動から生じるGHG排出量の算定方法ガイドライン（Ver. 2.0）」または各種ガイドラインに基づいたカーボン・オフセットの対象とする範囲と予定している排出量算定方法を具体的に記入してください。

	(4) カーボン・オフセットに使用するクレジットについて
	カーボン・オフセットに使用するクレジットの種類と信頼性確保策について具体的に記入してください。

	(5)カーボン・オフセットに使用するクレジットの調達方法及び無効化の手続について
	カーボン・オフセットに使用するクレジットの調達方法及び無効化の手続、無効化までの期間について記入してください。

	(6)カーボン・オフセットの実施に関する透明性確保について
	「カーボン・オフセットの取組に係る信頼性構築のための情報提供ガイドライン（Ver. 2.0） 」に基づく、カーボン・オフセットの実施に関する透明性の確保(消費者への説明等)について具体的に記入してください。


７．被災地産J-VER等を活用したカーボン・オフセットの取組のモデル性
下記の項目に関するアピールポイントを記入してください。必ずしも３項目全て記入が必要な訳ではありません。
（モデル性評価項目）

1) 被災地産J-VERを活用したビジネスモデルとしての新規性・先進性があり、他の事業者等への波及効果が見込める取り組み（被災地産J-VERの利用促進効果）
2) 被災地の地場産品・サービス業等の販売・利用促進、雇用創出など、地域経済活性化に資する取り組み（被災地の産業等に対する直接的な支援効果）
3) 被災地の新たな地域ブランド化やPRの促進等に資する取り組み（被災地の産業等に対する間接的な支援効果）
※赤字は記入の参考です。応募の際は削除し、黒字にて記入してください。
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